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特集！「介護支援専門員（ケアマネジャー）ってなに？」 
 

 介護支援専門員は、要介護認定を受けた方の自宅を訪問し、本人や家族と一緒に、本人にとって必要な

サービスを一緒に考え、ケアプランを作成します。また、サービス利用にあたって必要な連絡・調整など

の手続きを行うほか、本人や家族からサービス利用に関する相談を受けます。 
 

 

 

地域で活躍する医療・介護の専門職の皆さん (第２弾)  
 

 

湘南シニアサービス 

主任介護支援専門員 川口 美幸さん 
 

 最近では色々な世代がコロナ以前のような活動を再開され

ています。 

 「人とのつながり」そして人生に楽しみや潤いがあることは

本当に大切だと、コロナ生活を通して改めて実感しています。 
 

 みなさんはどんな風に暮らし続けたいでしょうか？ 
 

 私はキャンプが大好きです！今度はどこに行こうかなぁと

ネットで検索し、作りたい料理や欲しいキャンプ道具などをあ

れこれ考え、ひとりニヤニヤワクワクしています。 

 一方で今年還暦を迎え、いつまで出来るのかな？等を考えるようにもなりました。 

 手助けが必要な状況になれば、家族や友人の存在は大きく、また負担をかけてしまうの

ではないか？とも考えます。 

 家族にも家族の人生があり、介護に押し潰されることは望ましくありません。 

 そんな時に迷わず相談して頂きたいのがケアマネジャーです。 
 

 ご本人にとっても、家族にとっても笑顔を忘れず、その人らしい生き方を出来る限り

続けて頂くために、困り事などを伺いながら様々な支援に繋げて参ります。 

 それは介護保険サービスだけではなく、かかりつけ医の先生等の医療や民生委員、近隣

の方々や行きつけの店舗などと協力し、地域丸ごとで支え合う生活を目指しています。イ

メージで言うと、その方自身が「持っている力：メインボーカル」と「様々な手助け隊のコ

ーラス」のハーモニーを奏でるための指揮者みたいな感じかしら。 
 

 

～生きるために生きる～ 

人は誰でも命の終わりが訪れます。だからこそ最後のその日まで「その人らしい幸せ」を叶

えたいと願い、多職種や地域の皆さんと力を合わせて行きたいと思います。 
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自宅で医療や介護を受

けたいけれど、どうし

たらいいのかな？ 
 

親の看取りをどうしよ

うか？ 

どのような看取りがあ

るのかな？ 

市外の病院まで通院する

のが大変になってきた

…。近くでかかれる病院

はないだろうかな？ 

在宅医療や看取りについての住民の学びの場 住民向け研修会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

在宅ケア相談窓口について 

 

在宅ケア相談窓口では、次のような自宅で受ける医療(在宅医療)や介護に関す

る相談をお受けしています。在宅医療や介護のことでお困りのことがある場合

には、在宅ケア相談窓口にお気軽にご相談ください。 
 

 

      

 

    

 

 

 

茅ヶ崎市役所 高齢福祉課 在宅ケア相談窓口                 

住所：茅ヶ崎市茅ヶ崎一丁目 1番 1号    

電話：0467－38－3319（土日祝日休み）    


